
○年別推移

○年代別負傷者数

・

いずれの年代も半数以下とな
り、特に高校生が大幅に減少
した。

・発生件数は、令和４年をピークに減少
・死者数は令和元年以降７年連続でゼロ

〇令和７年の発生状況

5/23 燕署 指導取締り 5/26 上越署 街頭広報 5/29 新潟南署 交通安全教育

　県下各署では、交通課と各課が連携し、自転車指導啓発重点地区・路線等に
おいて、通勤・通学時間帯を中心とした広報啓発及び指導取締り活動に取り組
んだ。

〇県下各署の取組実績

　交通安全教育72回 街頭広報33回 指導取締り37回 イベント参加13回（計155回）

　※うちサイクルポリスとの協働８回

月 間 中 の
自 転 車 事 故
発 生 状 況

各 署 の 取 組

サイクルポリス
の活動（抜粋）

5/7 本部 出発式 5/9 新潟北署 街頭広報 5/10 妙高署 イベント参加

公 安 委 員 会 説 明 資 料

令 和 ７ 年 ６ 月 11 日

交 通 部 交 通 企 画 課

自転車安全月間の取組状況について

月 間 の 概 要

項  目 内　　　　容

期間： 令和７年５月１日(木)から５月31日(土)までの１か月間

（取組強化期間：７日(水)から11日(日)までの５日間）

自転車の交通ルールを周知するため、関係機関・団体と連携した交通
安全教育・広報啓発のほか、実効性のある街頭活動による指導啓発等
の各種取組を推進し、自転車事故のない安全で安心な社会の実現を図
る。

目的：

令和７年 前年比

発生件数 13 －24
死者数 ０ ±０

負傷者数 13 －24

令和７年 前年比

中学生以下 ２ －２
高校生 ３ －９
一般 ８ －８

高齢者 ０ －５
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公安委員会説明資料 

令 和 ７ 年 ６ 月 1 1 日 

警 備 部 警 備 第 二 課 

  

梅雨期に向けた災害警備態勢の確立について 

項 目 内 容 

災害警備訓練 

の 実 施 状 況 

〇 関東管区広域緊急援助隊(警備部隊)第三大隊訓練 

令和７年５月 29日（木）から 30日（金）までの間 

  警視庁・東日本災害警備訓練施設（東京都立川市緑町 3567番地１） 

  静岡、長野、山梨及び本県の広域緊急援助隊警備部隊が集合し災害警

備訓練を実施 

〇 令和７年度姫川・関川総合水防演習 

  令和７年５月 31日（土）糸魚川市内姫川河川敷で実施 

国土交通省、新潟県、糸魚川市主催の大雨を想定した総合水防演習に

県機動隊、県警音楽隊、糸魚川警察署が参加 

県機動隊が水難者救助訓練、糸魚川警察署が住民避難訓練を実施 

安全確保の徹底 

〇 災害装備資機材の整備 

  昨年の山形県警での殉職事案を踏まえ、ライフジャケットを整備 

〇 態勢強化の指示 

各所属に対し、災害現場活動時における幹部からの具体的指示や救命

胴衣等の受傷事故防止に資する装備資機材の有効活用などの措置を徹

底し、職員の安全確保と事故防止に万全を期すよう指示 

教養実施状況 

〇 技能指導官による巡回教養 

本年４月から警備部機動隊八藤後小隊長を新潟県警察技能指導官（機

能別部隊活動（救出・救助））に指定 

各署巡回教養時において、技能指導官が災害警備教養を担当し、水害

時における現場活動の注意点や水難装備資機材の取扱い要領等につい

て教養を実施 

〇 各署における災害警備教養の実施 

  梅雨期に向けて、各署において警備課が招集日等を活用し、座学や装

備品習熟訓練等の災害警備教養を実施 
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関東管区広域緊急援助隊警備部隊第三大隊訓練 

    

 

 

 

 

 

 

 

ブリーチング訓練               土砂掘削訓練 

 

 

 

令和７年度姫川・関川総合水防演習 

   

水難者救助訓練              住民避難訓練 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

機動隊八藤後小隊長による巡回教養時における災害警備教養（村上署） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各署における災害警備教養の実施状況 

     

燕署（ボート組み立て）        新潟中央署（レスキューツールセット） 


